
 

 

 

 

 

 

                                                                   

令和５年冬号をお届け致します。 
今夏は猛暑が続き、秋を感じられないまま冬の季節になりました。12 月に入っても 20℃を超す日があるか

と思えば、翌日は気温が 10℃も下がり、乱高下を繰り返す変な気候です。皆様お変わりありませんでしょ

うか。夏以降の主な行事を報告します。 

-------------------------------------------------------------------------------------- 

■明治大学校友会東京都多摩支部定時総会および設立 20 周年記念祝賀会 
今年の多摩支部総会は 7 月 17 日(月・祝)に八王子の京王プラザホテルで行われました。 

今回の総会担当地域支部は八王子・府中・町田・日野・多摩市の 5 地域支部でした。日野は司会と祝賀

会抽選会を担当いたしました。来賓として学校法人明治大学理事長・柳谷孝さんと、校友会長・北野大さ

んがお出でになりました。司会は山口一男さんと森本敏子さんが行いました。抽選会は鈴木紘一さんと山

口さんが会場を盛り上げて下さいました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
------------------------------------------------------------------------------- 
■落語観賞会 
9 月 12 日(火)小平地域支部の主催で国立演芸場の落語観賞会に参加しました。 

国立演芸場はこの秋に建替えのため閉館されることになっていて、最後の公演でと云うことで、普段は写

真の撮れない緞帳の前で集合写真を撮っていただきました。 

日野からは二名が参加しました。 
 
 
 
 
 
 
■第 100 回箱根駅伝予選会 
 
 
 
------------------------------------------------------------------------------- 
■箱根駅伝予選会応援  
10 月 14 日(土) 立川昭和記念公園・自衛隊立川駐屯地で応援しました。 

記念すべき第 100 回箱根駅伝予選会は出場 57 大学のうち２位で通過し本選出場が叶いました。 
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■第 26 回ホームカミングデー  
10 月 22 日(日)4 年ぶりに来場者に制限のない対面形式で開催（ｵﾝﾗｲﾝ併用） 

過去最多の来場者数（5,090 名）と当日寄付（434 件・985 万円） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
------------------------------------------------------------------------------- 
■明大祭見学 
11 月 3 日(金・祝) 第 139 回明大祭を見学しました。今年のコンセプトは「一祭合彩」。 

キャンパスというキャンバスでひとりひとりに輝く color 

喜びの色が溢れるように全ての人の想いをつなぐ 

滴る水は青春の証 キミを彩る道しるべになる 

祭りという名の晴れ舞台 さあ、キミとボクとで彩ろう 

 
 
 
 
 
 
 
 
------------------------------------------------------------------------------- 
■大人の社会科見学「NHK 放送博物館」見学 
11 月 25 日(日)今回は NHK 放送博物館を見学しました。 

NHK 放送博物館は、1956 年に、世界最初の放送専門のミュージ

アムとして、“放送のふるさと”愛宕山に開館しました。 

日本の放送が始まってから 90 余年、放送は、ラジオからテレビ

へ、さらに衛星放送、ハイビジョン、デジタル放送へと大きく進歩・

発展してきました。 

放送博物館では、こうした放送の歴史に関するさまざまな実物展

示をはじめ、だれもが自由に利用できる「番組公開ライブラリー」

なども公開しています。 

------------------------------------------------------------------------------ 
■第 59 回全国校友愛知大会 11 月 19 日(日)名古屋にて 
全国から約 800 名の校友が集まり、親交を深めました。 

                                   

多摩支部参加者 

左から 

小出小平地域支部長  

永代清瀬地域支部長  

土井総務委員長  

小川日野地域支部長  

土屋多摩支部長  
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■大学ラグビー明早戦観戦 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大学ラグビー対抗戦、伝統の明早戦は 12 月 3 日(日)国立競技場で行われました。 

最多得点 58-38 で勝利し、対抗戦２位で通過となりました。全国大学選手権も期待しています。 
------------------------------------------------------------------------------- 
■「明治大学の現状と展望」 学校法人明治大学理事長 柳谷孝 様ご講演 
11 月 18 日(土) 2023 年度第２回支部長・幹事長・地域支部長・本部員懇談会より抜粋  

・本年は大学全体の収容定員を大学進学希望者数が下回る「大学全入時代」元年。 2040 年までに大学    

進学者数が 12 万人も減少（中央教育審議会大学分科会将来構想部会資料より）  

・実志願者数 51，915 人 全私立大学で明治がトップ！（実志願者数は併願の影響を除いたもの）  

・本学の取り組み 「世界に開かれた大学」そして「世界に発信する大学」へ ⇒教育研究力の質的向上 

【国内】                        【海外】 

  >>新たな付属校・系列校の設置           >>受入留学生の拡大 

>>地方高校との連携強化（指定校の拡充）  >>アジアのハブとなるキャンパス整備 

>>リカレント教育・リスキリング（学び直し）    >>海外協定校の拡大(現在 58 か国・地域／369 大学) 

・学校法人日本学園の系列校化 

・外国人留学生の受入状況 2031 年目標値 4，000 人（MEIJI VISION150 重点目標） 

・体育会競争部・サッカー部 新合宿所 

 

                           2023 年 3 月竣工 

                                             競走部 20 室、サッカー部 26 室の 

寮室に加え、各部にトレーニング 

ルームやミーティングルーム等を 

完備 

 
 
 
・生田キャンパス第二中央校舎（仮称） 

 
                           2014 年竣工の第一校舎 6 号                           

                           館以来、生田校舎に 11 年ぶり                         

の新校舎が誕生。 

2025 年４月施設開館予定 
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■来春放送の NHK の連続テレビ小説（朝ドラ）の主人公のモデルとなった女子部出身の裁判官三淵嘉子  

 
去る 2月 22日、来たる 2024（令和 6）年 4月

から放送が始まる NHK 連続テレビ小説（いわ

ゆる朝ドラ）の主人公のモデルとして、本学女

子部出身で、女性として初めて弁護士・判事・

裁判所所長となった《三淵嘉子》を採用するこ

とに決定したと報じられた（ドラマの名称は「虎

に翼」、主演女優は伊藤沙莉さん）。三淵嘉子

とは、どのような人物なのか。その人となりを簡

単に紹介しよう。 

       ☆   ☆   ☆   ☆ 

 三淵（旧姓武藤）嘉子は、1914（大正 3）年 11

月 13 日、台湾銀行に勤務していた武藤貞雄

（旧姓宮武、明治 19 年生まれ、丸亀中学から

一高を経て東京帝大卒）の長女として、シンガ

ポールに生まれた。その後父親は、ニューヨー

ク勤務を経て、1920（大正 9）年に帰国（その間、

嘉子らは丸亀で生活した）、一家は揃って東京

渋谷区に住まいした。父親は、当時としては男

女に分け隔てのない非常に民主的な考えを持

ち、幼い嘉子に「ただ普通のお嫁さんになる女

にはなるな、男と同じやうに政治でも、経済でも

理解できるようになれ、それには何か専門の仕

事をもつ為の勉強をしなさい。医者になるか弁

護士はどうか」と語っていたという。いわゆる良

妻賢母ではなく、職業婦人として自立する女性

となるよう諭していたのである。 

 嘉子は、東京府青山師範学校附属小学校か

ら、1932（昭和 7）年 3 月に東京女子師範学校附属高等女学校（お茶の水女子大学付属高等学校の前

身）を卒業した後、法律を勉強しようと決意した。 

 ちょうどこの頃、1933（昭和 8）年 5 月の弁護士法改正（法律第 53 号、昭和 11 年 4 月施行）によって、そ

れまで弁護士資格について「日本臣民ニシテ･･･成年以上ノ男子タルコト」（第 2 条第一）とされていた規定

が、「帝国臣民ニシテ成年者タルコト」と改められたことで、女性も弁護士となることが認められた。もっとも、

弁護士になるには、高等試験令による司法科試験に合格し、その後 1 年半弁護士試補として修習を受け

る必要があり、司法科試験を受けるには、高等学校または文部省が特に指定した専門学校の卒業生ある

いは大学の学部在学中か卒業生でなければならなかった（ただし予備試験に合格すれば学歴は不要であ

った）。女子専門学校で文部省から指定を受けた学校は皆無であったから、大学学部在学中か卒業生に

なる以外に道はなかった。しかし、当時女性に門戸を開いていた大学は九州帝大・東北帝大など、ごく僅

かしかなく、それも理系学部が中心であった。前述の弁護士法改正を見越して 1929（昭和 4）年に創設さ

れた明治大学専門部女子部法科（3 年制）が、唯一、その卒業生に対して明治大学法学部への編入を認

めており、女性が弁護士を目指して法律を学べる学校だったのである。 

嘉子は、女学校卒業後、1932（昭和 7）年 4 月、第 4 期生として明治大学

専門部女子部法科に入学した（入学する際、母親のノブは法律等を勉強して

は嫁の貰い手がなくなると泣きながら猛反対したという）。1935（昭和 10）年 3

月に卒業した後、さらに明治大学法学部に編入、1938（昭和 13）年 3 月に卒

業した（卒業式で総代を務めた由）。 

嘉子が卒業した年の 11 月 1 日、司法省は、嘉子および同級の中田正子、

そして 1 学年下の久米愛の 3 人の女性が、高等文官試験司法科に合格した

と発表した（合格者総数 242 名）。女性初の快挙であった。『東京朝日新聞』

（第 18884 号、11 月 2 日）は第二面で「法服を彩る紅三点、女性の法律問題

は女性が—、弁護士試験・初の栄冠」と 3 人を称賛し、『法律新聞』（第 4339

号、11 月 8 日）は、第一面に「女弁護士登場」として、3 人の写真と談話を掲

載した。 

（明治大学史資料センター コラムより抜粋） -4 



■明治大学平和教育登戸研究所資料館「第 14 回企画展」のご案内 
 

明治大学平和教育登戸研究所資料館が第 14 回企画展「日本が戦争

になったとき—軍拡の時代と秘密戦—」を開催 

明治大学平和教育登戸研究所資料館は，第 14 回企画展「日本が戦

争になったとき —軍拡の時代と秘密戦—」を 2023 年 11 月 22 日（水）～

2024 年 5 月 25 日（土）に開催いたします。 

入場は事前予約不要・入館料は無料です。 

  

開催概要 

第 14 回企画展「日本が戦争になったとき —軍拡の時代と秘密戦—」 

会期：2023 年 11 月 22 日（水）～2024 年 5 月 25 日（土） 

会場：明治大学生田キャンパス 平和教育登戸研究所資料館（神奈川県

川崎市多摩区東三田 1-1-1） 

開館時間：水曜～土曜（祝日も開館） 10：00～16：00 

※休館日：日曜～火曜、2023 年 12 月 24 日(日)～2024 年 1 月 9 日(火)、

1 月 13 日(土)、2 月 7 日(水) 

※最新の開館状況は平和教育登戸研究所資料館ホームページでご確認ください。 

入館料：無料 

主催：明治大学平和教育登戸研究所資料館 

後援：川崎市、川崎市教育委員会 

-------------------------------------------------------------------------------------- 

■【明治大学リバティアカデミー公開講座】のご案内 
 
①1 月 20 日（土） 13：00～16：30 受講料無料 

「人は遍路に何を求めるのか【徳島大学・徳島県連携講座】」開講のお知らせ 

人は遍路に何を求めるのか【徳島大学・徳島県連携講座】  

四国遍路は、四国の大自然に身を投じた弘法大師修行の地を巡る１，４００ｋｍに及ぶ巡礼の旅です。 

千年を超えて受け継がれてきた遍路という文化は、世界でも稀に見る生きた広域文化遺産であり、近年   

は自分自身を見つめる一人旅や、健康増進、アウトドア感覚など、本来の宗教的な目的以外でも大勢  

の方が訪れ、誰しもが一度は訪れたい霊場としてますます注目を集めています。 

今回は、明治大学・徳島大学・徳島県の連携講座として、四国遍路の魅力を、様々な角度からお伝えし   

ます。 

 

②1 月 27 日（土） 13：30～15：00 第１回受講料無料 

③1 月 30 日（火） 13：30～15：00 第２回受講料無料 

日本最強への努力～明大ラグビー部のこれまでとこれから～  

明治大学体育会ラグビー部は、２０２３年度に創部１００周年を迎えました。１００周年を記念して、創部

からこれまでの歴史を振り返ります。また、対抗戦優勝、大学選手権優勝を至上命題に、努力と研鑽を

積んできた背景にはどのような工夫や苦労があったのか、現役の監督にお話を伺います。 

 

問合せ：明治大学 リバティアカデミー事務局 TEL：03-3296-4423 ／FAX：03-3296-4542 

-------------------------------------------------------------------------------------- 

■明治大学学長交代（2024 年 4 月）のお知らせ 
明治大学は大六野耕作学長（2020 年 4 月就任）の 2024 年 3 月 31 日任期満了にともない、12 月 9 日

に明治大学長候補者選挙を実施し、次期学長に法学部教授  上野正雄を選出しました。任期は、2024 年

4 月 1 日から 2027 年 3 月 31 日までの 3 年間。 

なお、正式には 2024 年 3 月 29 日開催の評議員会を経て理事長から任命される予定です。 

次期学長の略歴 1980 年明治大学法学部卒業 

1992 年司法研修所司法修習生 

1994 年から 9 年間、裁判所裁判官として勤務 

2003 年法学部助教授 

2004 年法科大学院法務研究科助教授 

2007 年法学部准教授 2010 年同教授 

副学長（広報担当、学長室専門員長）、法学部長など歴任 
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■2024 年始の行事ご案内 
（１）新年会のお知らせ 
開催日：１月１３日（土） １１時３０分開始 

場 所：高幡不動尊前「開運そば」 

        〒191-0031 東京都日野市高幡 149 tel 042-592-3553 

会 費：３ ,０００円  

※料理は開運そばの会食メニューを予定しています。 

今年の新年会は足元の明るい昼に行います。久しぶりの開催です。是非ご参加下さい。 

 

（２）新春日野七福神巡り 
実施日：2024 年 1 月 7 日（日）雨天中止（前日 18 時の天気予報で雨の確率

40％以上の場合） 

集合場所・時間：多摩都市モノレール万願寺駅改札口 ９時３０分 

参加申込：申込不要。自由参加としますので、参加希望の方は当日集合場

所にご参集下さい。 

費 用：交通費自己負担とします。 

持ち物：飲み物、寒さ対策 

所用時間：４時間～５時間の予定   

※お昼は決めていませんが時間を見計らってどこかで昼食を取ります。 

 
------------------------------------------------------------------------------- 

■同好会だより 

書道同好会 参加者募集のお知らせ 

 書道を楽しく学んでみませんか。 書道には興味があるが、教室へ

通う機会がなかった、もう少し自分らしい字、正しい字を書きたい等思

ったことはありませんか？ 

日野地域支部では初心者からも始められる書道同好会を立ち上げま

した。ご指導は日野地域支部会員でもある書道師範 森本敏子さんで

す。校友会間の懇親をベースに、書道を学んでみましょう。漢字、かな、

硬筆、やりたいことから始めましょう。 

日野地域支部初めての同好会です。皆様の参加をお待ちしています。  

参加ご希望の方は小山までご連絡下さい。 
                          連絡先（小山）： メール：a_koyama@meijikoyukaihino.sakura.ne.jp 

------------------------------------------------------------------------------- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          LINE「明治大学校友会日野」                            
                             グループを作成しました 

                             招待いたします。 

                            https://line.me/ti/g/IH_nQuXezd 

事務局より  

日野地域支部へのご意見・ご要望、その他投稿

記事は以下事務局までお知らせください。  

〒191-0011 東京都日野市日野本町 4-18-10（小川方） 

明治大学校友会日野地域支部事務局 宛て 

hinoshibu@meijikoyukaihino.sakura.ne.jp  

 

明治はひとつ！  

校友の皆様、母校のご支援・  

校友会活動にご協力  

よろしくお願い申し上げます。  
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